　南部クリーンセンターの焼却灰の放射能濃度低減対策検証の結果について

	主な内容

	7月1日
	焼却灰の放射能濃度低減対策検証試験運転①（7月1日～4日）

　　内容：(1) 草木枝葉を除外

　　　　　(2) 焼却灰の溶融処理を行わない

　　　　　(3) 溶融停止に伴う焼却灰の固化剤・薬剤の添加量の変更調整

　　　　　(4) 焼却灰の放射性セシウム濃度測定・成分分析試験（溶出試験，熱しゃく減量試験）

　

　結果：放射能濃度は最終処分場受入基準をクリアすることを確認

固化剤・薬剤の添加量については，引き続き調整

	8月2日
	焼却灰の放射能濃度低減対策検証試験運転②（8月2日～6日）

　　内容：上記①の検証試験運転と同様に実施し，放射性セシウム濃度を監視しながら，薬剤等の添加量を調整

　　結果：放射性セシウム濃度，成分分析試験が最終処分場受入基準をクリアすることを確認

　　　　　放射性セシウム濃度　主灰　　　　　115～　250Bq/kg

　　　　　　　　　　　　　　　飛灰固化物　1,227～1,991Bq/kg

　　　　　成分分析試験　　　　全項目受入基準値以内

	8月21日
	焼却灰の処分先を確保（市外の民間最終処分場）

	9月9日
	運転再開（焼却灰の搬出開始は9月10日）
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